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Veritas Alta リリースに伴う既存サービスの名称変更について
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Veritas Alta™ Archiving

Veritas Alta™ Surveillance

Veritas Alta™ eDiscovery
（eディスカバリ操作⽤WEBコンソール）

Veritas Alta™ View for Compliance & Governance
（Alta Archiviing管理⽤WEBコンソール）

Enterprise Vault.cloud

Veritas Advanced Supervision

Enterprise Vault 
Administration Console 

変更前 変更後

Veritas Alta™ ClassifcationVeritas Information Classifier

Veritas Alta™ Archiving, Personal Archive
（パーソナルアーカイブ操作⽤WEBコンソール）Enterprise Vault Personal.cloud

Enterprise Vault Discovery.cloud

個々の従業員向けの
Eメールアーカイブ

監査/eディスカバリ向けの
Eメールアーカイブ

Veritas Alta™ CaptureVeritas Merge1 Eメール以外コミュニケーション
ツールのアーカイブ

アーカイブデータの
規制/ポリシーに準拠したタグ付け

コミュニケーションのプロアクティブな監視



•法規制対応／電⼦情報開⽰の準備の重要性
•⽶国⺠事訴訟における eディスカバリ の位置づけ
• eディスカバリ・ソリューション 選定ポイント
• ベリタスの電⼦情報開⽰⽀援ソリューション
•補⾜資料（ライセンス、画⾯キャプチャ）
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SaaSアプリケーションの利⽤が進んでいます
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総務省︓通信利⽤動向調査令和3年調査（令和04.05.27公表）より、抜粋
https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05a.html

【総務省︓通信利⽤動向調査令和3年調査】
利⽤しているクラウドサービスの内容（複数回答、回答数︓1753企業）

下記の理由より、
SaaSアプリケーションの利⽤が進んでいます。

ü 資産や保守体制を社内に持つ必要がない
ü システムの容量変更や拡張が容易

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/statistics/statistics05a.html


電⼦コミュニーケーション・ツールの多様化

Copyright © 2023 Veritas Technologies LLC6

従業員の 25% が、1⽇の半分以上を電⼦メールだけでなく、
これらのコラボレーションツールやメッセージングツールに費やしています25%

コミュニケーションは、コラボレーションツール、メッセージング、オンラインストレージなどに拡⼤しています
データ保持、データプライバシー、コミュニケーションの監視などに関する 新たな規制が急速に⽣まれています

従業員の 71％ がこれらのツールを使って機密データ、個⼈情報、
企業の機密情報を共有しているといいます71%

企業は規制対応、コンプライアンス対応のため、
電⼦コミュニケーションの管理・調査の仕組みが必須

出典︓「The Hidden Threats of Business Collaboration」 2021年3⽉ベリタス実施



ついに⽇本企業にGDPR違反
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ü 2021年のGDPRによる制裁件数は400件以上
ü 1件あたりの平均制裁額は約4億円（約286万ユーロ）

ü⽇本企業にGDPR違反
ü 制裁理由に対する誤解「個⼈情報の漏洩」に対して

ではなく「個⼈情報の取り扱い⽅」に対しての措置

制裁⾦リスクを低減するため、企業が保有している情報の把握、
個⼈情報の適切な取り扱い、その「仕組み化」が必要
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法規制対応というと、
他⼈事のように聞こえるかもしれませんが、
そんなことはありません︕︕



証拠保全、コミュニケーションの調査、証拠開⽰⼿続きの
準備はできていますか︖
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ü ⽇本企業をターゲットとしたクラスアクション（消費者集団訴訟）

ü 国際カルテル（価格／⽣産量の協定）や、
海外腐敗⾏為防⽌法（ワイロ禁⽌／会計の透明性）の違反疑い

ü パテント・トロール
（訴訟を起こす⽬的だけに特許を買い集める団体）の特許侵害訴訟

ü 製造物責任法（損害賠償責任）で訴訟

ü 役員／従業員の引き抜き …など

⽶国⺠事訴訟（証拠開⽰⼿続き） 内部調査

ü 不正取引の有無の確認

ü ハラスメント調査
ü 内部監査 …など

これらは、普通の国内企業が
証拠保全、コミュニケーションの調査、証拠開⽰⼿続きが必要になる事案
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【参考】国内⺠事訴訟の流れ
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国内⺠事訴訟の流れ

• 訴えの提起
ü 訴状提出／答弁書提出
ü 事実／証拠の収集

• ⼝頭弁論期⽇
ü 証⼈尋問など証拠調べ
ü 主張の補充／整理

• 判決
ü 判決原本作成
ü 判決⾔い渡し

事実や証拠を集めるのは、当事者が⾃分の責任で⾏う … 弁論主義
裁判所は当事者の主張を聞いて、中⽴的な⽴場で判断 … 当事者主義

判決

被告原告
訴状

答弁書

証拠 証拠⼝頭弁論
※⾃分で探す※⾃分で探す



⽶国⺠事訴訟の流れ
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• 訴えの提起
ü 訴状提出／答弁書提出

• プリトライアル
ü ディスカバリ（証拠開⽰⼿続）
ü 各種申し⽴て
ü 簡易判決など

• トライアル（公判）
ü 陪審選定
ü 証⼈尋問

• 判決
ü 陪審評議と評決
ü 判決⾔い渡し

証拠

証拠
証拠出せ証拠出せ

被告原告

訴状

答弁書

和解

⽶国⺠事訴訟の流れ

証拠を要求し、相⼿に出させる
（⽇本どころではない）当事者主義
90%以上がプリトライアルで和解



ディスカバリ（証拠開⽰⼿続）とは
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■ディスカバリとは
公判（トライアル）前に争点に関する情報を、
相⼿⽅の要求に基づき情報開⽰する⼿続き。

⽶国⺠事訴訟⼿続きの中で、最も時間とコストを要する。

時間 コスト

「Discovery︓発⾒」の意味のとおり、証拠を「出させる・⾒つけにいく」の意味合いが強い。
ディスカバリを要求する側のイニシアチブが強い。
ディスカバリにより、⼿の内が分かり、和解になりやすい。（90%以上）



ディスカバリの流れ

Copyright © 2023 Veritas Technologies LLC14

⾃動開⽰

インテロガトリー（質問書）

⽂書等提出要求

ディポジション（証⾔録取）

⾝体または精神の検査要求

⾃⽩要求

初期開⽰
専⾨家証⼈のエキスパートレポートの開⽰
トライアル前の開⽰

… 要求が無くても開⽰が必要な⼿続き

… 相⼿⽅に送付する質問書

… ⽂書や 電⼦情報 の提出を要求

… 証⼈への質問への回答を録⾳・録画

… ⾝体・精神状態が争点になった場合の検査

… 関連⽂書が真実かを相⼿⽅に確認

eディスカバリ



⽂書等提出要求 ／ eディスカバリとは
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争点に関連した情報が書かれている可能性のある
⽂書／電⼦情報の提出を相⼿に求めること。期⽇以内に提出する必要がある。

■⽂書等提出要求

• 費⽤は提出側が原則が持つ、5千万〜3億円になることも
• 開⽰対象

ü コミュニケーションに関する情報
ü ログ、資料の修正履歴
ü 秘匿特権※1、ワークプロダクト※2が適⽤できれば開⽰不要

■eディスカバリ

※1 「依頼者と弁護⼠の間の法的助⾔を得るためになされた、秘密のコミュニケーション」であれば、相⼿⽅に開⽰しなくて良い
※2 「訴訟準備のために作成された⽂書等」は、相⼿⽅に対する開⽰の対象から除外される

メール ドキュメント
（ファイルサーバ）

社内ポータル テキストメッセージ



eディスカバリの位置づけ
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⽶国訴訟の流れ
• 訴えの提起

ü 訴状提出／答弁書提出

• プリトライアル
ü ディスカバリ（証拠開⽰⼿続）
ü 各種申し⽴て
ü 簡易判決など

• トライアル
ü 陪審選定
ü 証⼈尋問

• 判決
ü 陪審評議と評決
ü 判決⾔い渡し

⾃動開⽰

インテロガトリー（質問書）

⽂書等提出要求

ディポジション（証⾔録取）

⾝体または精神の検査要求

⾃⽩要求

・⽂書
・電⼦情報

ここが
eディスカバリ



EDRM（eDiscovery Reference Model）
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EDRMは、eディスカバリのワークフローとして、
世界標準の作業指標として、法律事務所、サービスベンダーなどで採⽤されています。
本フローは、コンプライアンス社内調査にも活⽤されています。

情報
ガバナンス 情報識別

情報・データ
の保全

情報・データ
の収集

情報の
加⼯・処理

情報の審査

情報の分析

レポート
作成

レポート
提出

データ量を減らす データの重要性をあげる

データ保管場所、
保管期限など
情報管理体制の整備

事案に関わる、電⼦データ、
調査対象者、調査期間の特定

廃棄・改ざんからの保護 検索やレビューによる
データの絞り込み

絞り込まれたデータを使⽤した
レポート作成・提出

データの収集、
調査担当者への分配



•法規制対応／電⼦情報開⽰の準備の重要性
•⽶国⺠事訴訟における eディスカバリ の位置づけ
• eディスカバリ・ソリューション 選定ポイント
• ベリタスの電⼦情報開⽰⽀援ソリューション
•補⾜資料（ライセンス、画⾯キャプチャ）

Copyright © 2023 Veritas Technologies LLC18



EDRMを⼿動とポイントソリューションで実施すると…
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IT部⾨＆専⾨業者

ü 個々のPCやサーバからデータを⼿動収集
ü 改ざんのを疑われる可能性
ü ⾒てはいけないデータを⾒てしまうリスク

受け渡し

経営部⾨

ü ⻑期間／コスト⼤
ü 企業秘密漏えいのリスク
ü 企業価値低下／信⽤失墜のリスク

調査／法務部⾨

ü 検索精度や検索速度に不満
ü 検索条件や進捗状況を共有しづらい
ü 受け渡されたデータが⾜りず再度依頼

メールサーバ
バックアップ

PC



eディスカバリーソリューション選定ポイントとは︖
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eディスカバリーソリューションの導⼊⽬的
「時間短縮」「コスト削減」「情報漏洩リスク低減」

あらゆる種類の電⼦コミュニケーションをアーカイブ

データ取込みの⾃動化 統合アーカイブ基盤

迅速・確実なレビュー

調査／法務部⾨

電⼦情報開⽰の仕組み



•法規制対応／電⼦情報開⽰の準備の重要性
•⽶国⺠事訴訟における eディスカバリ の位置づけ
• eディスカバリ・ソリューション 選定ポイント
• ベリタスの電⼦情報開⽰⽀援ソリューション
•補⾜資料（ライセンス、画⾯キャプチャ）

Copyright © 2023 Veritas Technologies LLC21



クラウド型アーカイブ ＆ 電⼦情報開⽰⽀援サービス
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オンプレミスクラウド

• ⾼速で正確な検索機能
• オンラインでメール調査

• ⼗分な容量
• 退職者のメールも無償保管

• Microsoft 365
• G Suite Enterprise

• Exchange
• Domino

【調査担当者⽤】
ü 電⼦情報開⽰/eディスカバリ
ü コンプライアンス監査

【⼀般メール利⽤者⽤】
ü 個⼈のメールアーカイブの参照

Veritas Alta Capture

Veritas Alta Archiving
Veritas Alta eDiscovery

コミュニケーションツールが変更・追加された場合も、コンプライアンスツールを変更する必要がなく、
移⾏前と移⾏後のメールの両⽅を1つの管理画⾯から検索可能



オンプレのアーカイブソリューションとの⽐較
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Veritas Alta Archiving ⼀般的なオンプレのアーカイブソリューション

運⽤⾯
SaaSサービスによるシンプルな運⽤

ü セキュリティに関する多くの認証を取得
ü ユーザ当たりの⼗分な容量、容易な容量追加

オンプレミスに構築するため、下記が必要

ü ハードウェア、ソフトウェアの準備
（サーバ、ストレージ、データベース）

ü ハードウェア、ソフトウェアの保守、障害対応
ü 定期的なリプレース、バージョンアップが不要
ü アーカイブデータのバックアップ、BCP対策の考慮
ü セキュリティ⾯の考慮
ü 容量追加、パフォーマンス追加でハードウェア増設

費⽤ アクティブなアカウント数
⽉額のサブスクリプション

ソフトウェアライセンス、ハードウェア、保守費⽤に加えて、
構築、リプレース、バージョンアップの費⽤が必要

アーカイブソリューションの
アップデート

四半期ごとに⾃動アップデート ⼿動アップデートが必要

検索速度 平均2秒以下 ハードウェア依存（拡張の難易度は優しくない）

メール以外の
コミュニケーション
ツールへの対応

SaaSサービスで容易に開始可能
四半期ごとに⾃動アップデート

対応が限定的、または、対応不可



あらゆるコミュニケーションを Veritas Alta Capture にてキャプチャ
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Veritas Alta Capture は、
120種類以上のコミュニケーションソースから
直接キャプチャーするための最先端のソリューション

ü Veritas Alta Capture は、
市場で 15 年以上の実績を持つ、
信頼できるコンプライアンスソリューション

ü 120以上の異なるコンテンツソースをサポート

ü Microsoft、Slack、Zoom など、
多くのコンテンツソースから推奨・⽀持

ü オンプレミスやクラウドなど、既存のインフラで動作

ü Veritas Alta Archiving / Enterprise Vaultに対応

チャット、ファイル共有、ソーシャルメディア、⾦融プラットフォーム、
モバイル/SMS、コラボレーション、⾳声チャネル



Veritas Alta Capture 対応アプリケーション
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AMAZON S3 
BLACKBERRY 
BLOOMBERG 
BOX 
CELLTRUST 
CHATTER 
CHATTER CIPHER CLOUD 
CISCO WEBEX TEAMS 
CITRIX WORKSPACE & SHAREFILE 
CROWD COMPASS 
DROPBOX BUSINESS 
EML 
EXCHANGE GRAPH API 
EWS 
FX CONNECT 
GOOGLE DRIVE 
ICECHAT 
MICROSOFT TEAMS MEETINGS 
MICROSOFT TEAMS VIA EXPORT API 
MICROSOFT TEAMS VIA WEBHOOKS 

120種類以上の
アプリケーションに対応
約1ヶ⽉ごとのアップグレードで
対応アプリケーションを拡⼤中︕︕

ONEDRIVE FOR BUSINESS 
PIVOT 
REDTAIL SPEAK 
REFINITIV 
RINGCENTRAL 
SERVICENOW 
SHAREPOINT 
SLACK EDISCOVERY 
SYMPHONY 
TEXT-DELIMITED 
TWITTER 
UBS 
WEB PAGE CAPTURE 
WORKPLACE FROM FACEBOOK 
XIP 
YAMMER 
YIELDBROKER 
YOUTUBE 
ZOOM MEETINGS 
ZOOM MEETINGS VIA 
ARCHIVING API 
など



Veritas Alta CaptureはAPI連携にて、コミュニケーションをキャプチャ
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Exchgen Online

SharePointOnline
Azure AD
アプリケーション

Box My App

eDiscovery
ConnectorSlack

Veritas Alta Archiving アカウントの配布リスト
SMTPコネクタ設定
ジャーナルルール

各アプリケーションのAPIと連携

Azure

Box

MS Teams
OneDrive

Veritas Alta Capture Veritas Alta Archiving
Veritas Alta eDiscovery

など



Veritas Alta Capture 実績
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多数の⾦融のお客様を含む、多くのお客様でご利⽤いただいております。

ü ⾦融
ü ⼯業
ü スポーツ＆エンターテイメント
ü 医薬品
ü 商業
ü 教育
ü ソフトウェア
ü ヘルスケア
ü 政府

Veritas Alta Capture は
まさにこの分野における先駆的な製品です。
私たちが抱える多くの複雑な問題に対応する
ソリューションを簡単に構築できます。
それに加えて、サポートチームも⼀流です

Bo He ⽒
KKR & Co. Inc. 社 副社⻑ 



Veritas Alta Classification 分類エンジン

Copyright © 2023 Veritas Technologies LLC28

データの中⾝をスキャンし、タグ付け、可視化する技術
この分類エンジンは、⽇々アーカイブされるデータをコンテンツの中⾝に対して、
ポリシーを元に分類し、ディスカバリ対応の迅速化を⽀援します。

ü 900以上のパターン
（⽣年⽉⽇、社会保障番号、クレジットカード番号、診療録など）

ü 140以上のポリシー
（GDPR, CCPA, HIPAA, Sarbanes-Oxleyなど、世界各国の規制に対応）

ü 新しいパターンやポリシーを継続的に追加
（ランサムウェア検出、COVID-19関連など）

ü パターン、ポリシーのカスタマイズも可能



国内ユースケース（Veritas Alta Archiving / eDiscovery）
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最終的には、EV.cloudとOffice 365のオプションとして提供され
ているアーカイブ機能を⽐較しました。そのときに重視したのは、コス
トパフォーマンスはもちろんですが、グローバル対応と
E-ディスカバリー法を順守できる検索性能
でした。グローバルスタンダードを⾒据えていくと、裁判所などから要
請があったときに、決められた時間以内にメールを検索してエビデン
スを提出できるかどうかは、重要なポイントでした

訴訟･仲裁で出された判決・裁定により法的に情報開⽰が
求められる場合、対象となるメールデータを効率よく検索・抽
出し、迅速に電⼦証拠としてまとめる必要があります。係る作
業を⼈⼿のみで対応しようとすれば、⽬視による調査に⻑期
間かかり、コストがかかるのと同時にリスクになり得ます。また、
弁護⼠事務所などにその作業を依頼すれば、さらに膨⼤な
費⽤が発⽣します。過去に送受信した⼤量のメールから、迅
速かつ正確に必要な情報が抽出可能なシステムを導⼊する
ことにより、訴訟･仲裁リスクへの適時対応
や調査コストの削減が可能であり、総合的に⾒て
も費⽤対効果が⾼いと判断しました

https://www.veritas.com/ja/jp/customer-success/lixil-group
https://www.veritas.com/ja/jp/customer-success/marubeni-corporation

https://www.veritas.com/ja/jp/customer-success/lixil-group
https://www.veritas.com/ja/jp/customer-success/marubeni-corporation


Veritas Alta Archiving / eDiscovery と
他社ソリューション との機能⽐較
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項⽬ Veritas Alta Archiving / eDiscovery 他社ソリューション
調査対象 ○ ジャーナルメール（受信および送信電⼦メールの全記録） ▲ 各個⼈のメールボックス、共有メールボックス

メール以外の対応 ○ Veritas Alta Captureとの併⽤により、
120種類以上のコミュニケーションツールに対応

× メールのみ

検索速度・精度 ○ ⾼速＆⾼い精度の検索 ▲ 微妙な検索速度・精度であることが多い

検索結果の表⽰ ○ 重複なし（ジャーナルメールは常に１つの原本）
検索された 全メールの中⾝を確認できる

▲ 別メールボックスの同じメールが表⽰
プレビューは⼀部のみ、全⽂を⾒るには
エクスポートが必要

電⼦情報開⽰ ○ EDRMに準拠
(1) 電⼦情報開⽰プロセスに沿ったオンライン利⽤
(2) 複数のレビューワーが調査対象のメールを審査
(3) タグ付け、マーク、レビューステータス、コメント 
(4) 選定したメールを絞り込んで提出

▲ 検索機能のみでエクスポートが必須
（このレベルのサービスが⼤半）
検索による絞り込みと審査結果はタグ付けのみ

個⼈情報のタグ付け ○ Veritas Alta Classification 分類エンジン
クレジットカードやパスポート番号などの個⼈識別情報を認識するパ
ターンが710以上、規制対応のポリシーを110以上搭載

× なし

保持期間 ○ アーカイブ保持期間を指定可、無期限も可(費⽤追加無し) ○ アーカイブ保持期間を指定可
ジャーナル保持サービスがあっても別途有償

訴訟ホールド ○ ケース登録時に指定 ○ ケース登録時に指定

データ提出 ○ エクスポート機能 ○ エクスポート機能

退職者のメールの扱い ○ 退職者の過去メールはライセンス対象外
継続してデータは保持される

▲ 調査対象者として選択するためには、
メールボックスを有効に変更する

過去メールのインポート ○ PST, NSF, EML, MSG形式の取込み ○ 主に PST形式のメールインポート

監査・調査する利⽤者 ○ クラウドとは完全分離したレビュー専⽤アカウントが⽤意可 ▲ 当クラウドサービスの利⽤者であること



Veritas Alta Archiving / eDiscoveryによる⾼速なデータ検索
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Veritas Alta Archiving / eDiscoveryでは検索⽤のインデックスを作成することで、
⾼速な検索が可能。短期間で⽬的のデータにたどり着くことができるため、
情報開⽰の期⽇を順守しながら、不要な情報まで開⽰してしまうリスクを削減できます。

Veritas Alta Archiving
Veritas Alta eDiscovery



Veritas Alta Archiving / eDiscoveryは
ユーザ、IT、法務、経営部⾨ の各部⾨にメリット
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ユーザ部⾨
⼗分な容量*、期間無制限の

メールボックスを実現

今まではメールボックス容量に制限があり、
⼤事なメールも定期的に削除していました。

法務部⾨

⾼速な訴訟／コンプライアンス調査
タスク分担／進捗共有が容易

タスク分担、ラベル付などGUIで簡単に。
エンターを押してランチに⾏こうとしたら、
もう検索が終わっていたんです。

経営部⾨

調査コスト削減
企業価値低下／信⽤失墜のリスク削減

eディスカバリは数億円の費⽤がかかることも。
Enterprise Vault.cloudで、グローバル化のリスクに
先⼿を打つことができました。

IT部⾨
クラウドサービスのため基盤の管理不要、

有事の際もデータ収集不要

有事の際もデータの
移動・収集が不要なので、
改ざんを疑われる
リスクがなくなりました。

これまでは、
アーカイブ基盤の
バージョンアップ、
リプレースが悩みでした。

* 標準のサブスクリプション費⽤では、1テナントあたり「15GB x 契約ユーザ数」容量のアーカイブデータを保持できます。
この容量を超過する場合は、容量追加のサブスクリプションの購⼊が必要です。1ユーザ平均15GBです。
15GBを超えるユーザがいても、全体の容量が「15GB x 契約ユーザ数」を超えない限りは追加費⽤は発⽣しません。



Microsoft 365 のコンプライアンスを強化
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Veritas Alta Archiving / eDiscovery / Capture は、
Microsoft 365 のコンプライアンスを強化します。

Microsoft 365 だけではメッセージの
検索が難しく、必要なものがすべて保存
されているとは⾔い切れませんでした。だ
からこそ、このソリューションを選択しまし
た。今では、検索機能のおかげで、誰が
誰に何を⾔ったのかが明らかになりました。

Geoff Pangonis ⽒
メッセージング管理者 VHB 社

性能向上
インデックス作成の改善
⾼速な検索パフォーマンス
エクスポートのパフォーマンス向上

120種類以上のコンテンツソースに対応
チャット、ソーシャルメディア、⾳声、ビデオなど

アーカイブデータの確実な保持
Veritas Alta Archivingでは、ジャーナルデータをアーカイブし、
エンドーユーザがデータを削除することはできません。
Microsoft 365ではデータが削除できてしまい、それを防ぐには、
全てのデータを訴訟ホールドする必要があり、これは、
記録管理のベストプラクティスに反し、法務チームの要望に反します。



【まとめ】 Veritas Alta Archiving / eDiscovery / Capture による
コンプライアンス対応
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あらゆる種類の
電⼦コミュニケーションに対応

データ取込みの⾃動化 統合アーカイブ基盤 電⼦情報開⽰の仕組み

Veritas Alta Capture

Veritas Alta Archiving
Veritas Alta eDiscovery eディスカバリの時間短縮、

コスト削減、リスク低減

DX時代の多様化する電⼦コミュニケーションへのコンプライアンス対応のため
 Veritas Alta Archiving / eDiscovery / Capture をご検討ください︕



ベリタスが選ばれる理由︓ データ・コンプライアンスのリーダー
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15回 Gartner®
Magic Quadrant™

リーダー
エンタープライズ

情報アーカイブ部⾨

コンテンツ⾃動分類
AI/機械学習

⾃動化、運⽤のシンプル化、
ノイズを削減し、

情報ガバナンスの加速

1998年からの
アーカイブ業界の

市場リーダー
Gartner Group, 

Enterprise Infrastructure
Market share, April 2022

⾦融業界の
トップ100社中73社が

ベリタスを選択

柔軟なデプロイメントの
選択肢がある

唯⼀のソリューション
オンプレ、IaaS、ハイブリッド、

仮想環境、SaaS

あらゆる
コミュニケーション

ソースに対応
メールを含め、

M365をはじめとする
120種類のコミュニケーション



•法規制対応／電⼦情報開⽰の準備の重要性
•⽶国⺠事訴訟における eディスカバリ の位置づけ
• eディスカバリ・ソリューション 選定ポイント
• ベリタスの電⼦情報開⽰⽀援ソリューション
•補⾜資料（ライセンス、画⾯キャプチャ）
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ライセンス体系
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課⾦対象︓アーカイブ対象のアクティブなメールボックス数（ユーザ数）
退職等で新規アーカイブを停⽌する場合は、課⾦対象から外れ、これまでのアーカイブは継続保持されます。

製品 製品エクステンション 課⾦対象 ①
Personal

②
eDiscovery

③
Classification

④
Capture

⑤
Surveillance

VERITAS ALTA ARCHIVING DISCOVERY AND PERSONAL ユーザ数 ○ ○
VERITAS ALTA ARCHIVING DISCOVERY OPTION ユーザ数 ○
VERITAS ALTA ARCHIVING PERSONAL OPTION ユーザ数 ○
VERITAS ALTA EDISCOVERY SUITE ユーザ数 ○ ○ ○

VERITAS ALTA CAPTURE アプリケーション毎にあります アプリ毎
ユーザ数 ○

VERITAS ALTA SURVEILLANCE SUITE ユーザ数 ○ ○ ○ ○
VERITAS ALTA SURVEILLANCE WITH ALTA EDISCOVERY ユーザ数 ○ ○ ○

各機能の内容
機能 内容

① Personal ⼀般メール利⽤者⽤、個⼈のメールアーカイブの参照
② eDiscovery eディスカバリ、調査担当者⽤、アーカイブの横ぐし検索
③ Classification 分類エンジン、データの中⾝をスキャンしタグ付け・可視化
④ Capture ソーシャルメディア、インスタントメッセージ、ファイル共有などをキャプチャ
⑤ Surveillance コミュニケーションの監視



Veritas Alta Archiving eディスカバリ 画⾯サンプル
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下記などで検索が可能です。
メッセージ内容、件名、From、To、
添付ファイルの有無、添付ファイルのタイプ、
添付ファイルの名前、送信⽇

各メールに、レビューステータスを付与
Not reviewed: 未レビュー
Escalate: 要確認
Inrelevant: 関連なし
Privileged: 秘匿特権情報
Redact: 要墨⼊れ
Relevant: 関連あり

レビューステータス等を指定して、
エクスポート可能です。



Veritas Alta Capture キャプチャできるアクティビティ（例 1/2）
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MS Teams

• Chat Messages
• Private Channel Messages
• Public Channel Messages

キャプチャされるメッセージには下記を含みます。
• Chat/Channel info
• Mentions
• Attachments
• Third-party integration apps and bots
• Emojis
• Reactions

• Newsfeed/Document library/ Picture library posts
• Newsfeed /Document library/ Picture library comments
• Custom lists
• Custom lists comments
• Site page comments

SharePoint Online

OneDrive for Business

• Uploaded files
• Renamed files
• Move to events with the file
• Delete event without the file1
• New created documents via browser with the file

※Version 6.21.0803時点
ユーザガイド参照 https://www.veritas.com/content/support/en_US/downloads/detail.REL352441



Veritas Alta Capture キャプチャできるアクティビティ（例 2/2）
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• Posts
• Files
• Comments
• Shares
• Deletes (Requires triggers)
• Edits (Requires triggers)
• Links
• Polls
• Private chats
• Group chats
• Feed poll choices (If Modify all data permission is enabled)
• New event/task contact/opportunity/case/lead
• All online communications, including attachments and 

deleted information (if the triggers are set)

Box

ユーザガイド参照 https://sort.veritas.com/DocPortal/pdf/AltaCapture_ConfigurationGuide

• Activities from all workspaces
• Direct messages
• Multi participant direct messages
• Channel conversations/messages
• Attachments (the attachment itself is included in the message 

generated by Veritas Alta Capture as an attachment)
• Attachments shared using third-party integrations such as 

OneDrive (only the link is included in the body of the message 
generated by Veritas Alta Capture)

• Emojis (as text)
• Deletes (including the deleted message and the event itself)
• Edits (including the message before and after it is edited)
• Guest conversations
• Message reactions (Note: Reactions for deleted messages aren't 

captured.)
• Shared channel events (channels shared with external 

organizations1)
• Channel join event
• Set channel purpose event
• Files delete event

SLACK eDISCOVERY



レビュー画⾯（Microsoft Teams）
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Collaborationタブを選択

URLプレビュー

リアクション表⽰

Classificationタグ

添付ファイル表⽰

Collaborationタブを選択することで、チャット全体のネイティブ表⽰が可能です。



レビュー画⾯（Microsoft Teams）
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MS Teamsの画⾯と同様に、
スレッドでチャット内容を確認可能

【Veritas Alta eDiscoveryの画⾯】【Microsoft Teamsの画⾯】



レビュー画⾯（OneDrive）
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Filesタブを選択
ファイルの
メタデータ表⽰

ファイルプレビュー

ファイルアプリケーションに応じた、メタデータを表⽰でき、検索に使⽤できます。
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ありがとうございました


